
公立小松大学 次世代考古学研究センター・セミナーシリーズ第2回

次世代考古学が貢献する新しい観光のカタチ

日 時： 2024年3月30日（土）12時30分～15時30分
会 場： 公立小松大学 中央キャンパス 305・306教室
（https://www.komatsu-u.ac.jp/campusguide/campus-map/）
開催方式： 対面およびオンライン
参加方法： 次のURLまたはQRコードから参加登録をお願いします。

URL：https://forms.gle/Kk5iU8MBx4FCg4Fa8
参加費 ： 無料
言 語： 日本語
主 催： 公立小松大学 次世代考古学研究センター

スケジュール時刻

開場12:15～

開会の挨拶 （中村誠一 次世代考古学研究センター長、特別招聘教授）12:30～12:35

杓谷茂樹（国際文化交流学部 / 次世代考古学研究センター 教授）
「メキシコ、チチェン・イツァ遺跡公園におけるマヤ鉄道開通の影響について」

12:35～13:00

小川雅洋（大学院サステイナブルシステム科学研究科/次世代考古学研究センター 特任助教）
中村誠一（次世代考古学研究センター長、特別招聘教授）
「世界遺産における新しい観光のかたち：ホンジュラスのコパンルイナス市におけるエコミュージアム
構想」

13:00～13:25

小休憩13:25～13:35

朝倉由希（国際文化交流学部 / 次世代考古学研究センター 准教授）
「地域資源とツーリズム ～石文化とクラフトを軸とした小松市滝ヶ原地区の取組を事例に～」

13:35～14:00

中子富貴子（国際文化交流学部 / 次世代考古学研究センター 教授）
「観光視点からの地域資源 ～古いモノの新しい価値」

14:40～14:25

野口淳（次世代考古学研究センター 特任准教授）
「xR技術と博物館DXの融合による文化観光の可能性」

14:25～14:50

小休憩、ディスカッションに向けた配置換え14:50～15:00

質疑応答、ディスカッション
モデレーター：関雄二（国立民族学博物館 名誉教授）

15:00～15:30

出典：『珠玉と歩む物語』 小松（文化庁）


